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人が大量に亡くなる三大原因

・飢餓

・戦争

・感染症：No.1キラー

例：1340-1350年 ペスト（黒死病）

     ヨーロッパ人口3分の1死亡

フローレンス・80パーセントの人が死亡



歴史の概観
年 病気

自然宿主
（疑いも含む）

1957 アルゼンチン出血熱 マウス
1959 ボリビア出血熱 マウス
1967 マールブルク病
1969 ラッサ熱 マストミス
1969 急性出血性結膜炎
1976 エボラ出血熱 チンパンジ－
1977 在郷軍人病
1980 ヒトT細胞白血病
1981 AIDS
1982 ライム病
1982 腸管出血性大腸菌
1985 牛海綿状脳症 羊
1988 E型肝炎
1988 C型肝炎
1991 ベネズエラ出血熱 ラット
1993 ハンタウィルス肺症候群 シカネズミ
1994 ヘンドラウィルス病 オオコウモリ
1994 ブラジル出血熱
1995 G型肝炎
1997 鳥インフルエンザ 鳥
1998 ニッパウィルス オオコウモリ
1999 西ナイル熱 鳥
2000 新型アレナ熱 ラット
2003 SARS ハクビシン

（山内一也「キラーウィルス感染症」双葉社より抜粋）

■近年を見ても、新しい感染症が

    出現し続けている。

■ほとんどは人獣共通感染症である。

その後
2009年 新型インフルエンザ（鳥）
2012年 MARS：中東呼吸器症候群（ヒトコブラクダ）
2020年 新型コロナ感染症（COVID-19）
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■最近の新たな考え方

野生動物の種類・数 ↓↓↓

家畜動物の数（ウシ、トリなど） ↑↑↑

狭隘な飼育場での飼育⇒家畜動物へのストレス↑↑↑

⇒免疫が減弱、動物内にいるウイルス・細菌が活発化

⇒人間に感染

繰り返されるパンデミックの背景
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・スペイン風邪

1918-1919年 5,000万人が死亡

・アジア風邪

1957年 100万人が死亡

・香港風邪

1968年 75万人が死亡

・SARS

2003年 約800人が死亡

・新型インフルエンザ（H1N1）

2009年 28万人が死亡

・MARS

2012年 約500人が死亡

・新型コロナ感染症

2020年

パンデミックを起こしやすい感染症？

これらはすべて

呼吸器感染症

結核＝

呼吸器感染症の代表格



7

欧州の歴史が大きく変わった 黒死病の後に起きたこと - 日本経済新聞 (nikkei.com)

ピサの壁画『最後の審判』は、ペストの流行前に描かれた。
その後、黒死病がピサの街に壊滅的な被害をもたらしたことを考えると、
その鮮やかさがいっそう胸に響いてくる（PHOTOGRAPH BY ERICH LESSING / ALBUM）

感染症が人間・社会に与える影響

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO59077960U0A510C2000000/
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ピーテル・ブリューゲル『死の勝利』The Triumph of Death （1562）（写真：Mondadori/アフロ）

■ペスト（黒死病）
13世紀から14世紀
にかけて大流行
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■ペストの影響

・封建社会の崩壊：農奴・農民人口の激減→待遇改善の必要
農奴解放を要求

・教会権威の失墜：ボッカチォの『デカメロン』
イタリアで最も美しい街フィレンチェに恐ろしい悪疫が流行

あらゆる人間の知恵や見通しも役立たず、、、

信じ深い人たちが神に祈りを捧げても少しも役立たず

■ルネッサンス

感染症が人間・社会に与える影響
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人間・社会のあり方が感染症に与える影響

■流行は米国で始まり、第一次世界大戦（1914-1918年）の
米軍兵士のヨーロッパへの移動により伝播

■そのインパクト
当時、世界人口16億人のうち5億人感染。
※感染による死亡者は5,000万人
※大戦による死亡者は900万人

■なぜスペイン風邪と命名？
交戦中の各国は情報を隠蔽。
参戦してなかったスペインのみ公表

File:Emergency hospital during Influenza epidemic, Camp Funston, Kansas - NCP 1603.jpgより

スペイン風邪（1918-1919年）



Weekly mortality data provided by Marc Lipsitch

映画館、学校、会議場等の閉鎖

閉鎖解除

人間・社会のあり方が感染症に与える影響
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■ 中国における一人っ子政策
↓↓

小児麻痺（ポリオ）症例の90％が第二子、第三子

■ 我が国における富国強兵・殖産興業
↓↓

     女工哀史（結核）
・一般的には男性の死亡率＞女性の死亡率

・しかし、明治時代 女性の死亡率＝男性の２．５倍

■ 社会的弱者…感染症で死亡しやすい

人間・社会のあり方が感染症に与える影響



いったん免疫システムに抑え込まれ、
発病はしない

一生発病しない人
［感染者の70％］

感染
⇒免疫システムと結核菌との戦い開始

結核菌勝利 免疫システム勝利

最初から発病する人
［感染者の10％］

・感染後すぐ（6カ月～2年）で発病

・子ども、若年者など未感染者に多い

あとで発病する人
［感染者の20％］

・感染後 数年～数十年後

人体の免疫が落ちたとき発病

・中高齢者に多い

感染症vs人の体力・免疫力
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World Health Assembly

Resolution: WHA41.28

...global eradication of 

poliomyelitis by the 

year 2000…

   In ways which strengthen 

national immunization programmes and 

health infrastructure. 1988年



Wild Poliovirus 1988

Known or probable wild 

poliovirus transmission
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ちょっと休憩
時間チェック

複十字シール運動イメージキャラクター
シールぼうや



定期予防接種
（一歳未満）

根絶に向けての３戦略

特別予防接種週間
（過去の予防接種歴にかかわらず
５歳以下の小児全員）① ②



急性弛緩性麻痺（Acute Flaccid Paralysis: AFP）
サーベイランスの立ち上げ

１：発展途上国では小児麻痺の鑑別診断 困難

２：したがって、すべての急性弛緩性麻痺を報告

３：同時に便検体採取→WHO指定の検査機関

４：ところで、人口１０万人に最低１例のAFP/年間

５：AFPサーベイランスのメリット
・真の小児麻痺症例の見落とし↓

・サーベイランスの質の評価が内在

③



資金の絶対的不足



政治的課題：紛争地域



実行上の困難



WHO西太平洋地域事務局にて拡大防止予防接種を実施
中国にて子供へのポリオワクチン接種の様子



最後の症例：Cambodia,
発症３月１９日１９９７年
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ポリオの根絶 讀賣新聞に掲載（2000年）



世界のポリオ状況

30

In 2023, wild poliovirus type 1 continued to be detected in 
parts of Afghanistan and Pakistan, the last two remaining 
countries where the virus is endemic. 

Poliomyelitis Poliomyelitis eradication Report by the Director-General, EXECUTIVE BOARD
154th session Provisional agenda item 17 EB154/18,6 December 2023



国際ロータリークラブへのお願い

ポリオが地球上から根絶されるまで、

お付き合いをお願いします。



科学ジャーナリスト賞２０２４ 優秀賞 受賞！



ご清聴ありがとうございました

シールぼうや

シールちゃん
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